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資料２－１

知床半島先端部地区「利用の心得」の検討経緯及び今後の取り扱い（案）につ
いて

＊Ｈ１３年度「適正利用基本構想」以降の検討会議及び作業部会の経緯

Ｈ１３年度「知床国立公園適正利用基本構想」策定
一定のルール＝『知床ルール』の下での自然体験機会の適正な提供と持続的な利用

を図る」
『知床ルール』のイメージ（基本構想報告書Ｐ10・11）
「利用の質と量のコントロール」の実現については、基本的には自然公園法に基づく法

的根拠が求められるものと考えるが、コントロールの手法として、法律以前のマナー・指
針の範疇に該当する事項や法による扱いが困難な性質のものも想定される。これらの法的
対応になじまないものについて、地域全体の総意による、知床ならでは（あるが故）の「し
かるべきものが、しかるべき場所に、しかるべき姿で 、を構築するための概念が『知床ル」
ール』としてイメージされる。

①自由利用の規制・誘導基本項目
②自己責任の確立
③受益者負担の導入
④ガイドシステムの確立とプログラム提供の推進

（Ｈ１６年度）
１６年１２月H
先端部地区利用適正化基本計画」成案
１７年１月２６日H
第３回検討会議： 作業部会」を設置「
１７年３月１日H
第１回先端部地区作業部会： 先端部地「
区利用の心得（骨子案 」検討）

（Ｈ１７年度）

７月４日
第１回作業部会（通算２回）
（今年度の検討内容）
「基本計画」の具体化を図るため 「利用ルール、
＝利用の調整と利用の心得」を検討する。
但し、当面は「先端部地区利用の心得」の策

定を進める 「利用の調整」については、検討の。
具体化ができるまでの間は 「利用の心得」に記、
述可能なものについて検討し、可能な範囲で記
述する。
「先端部地区利用の心得（案 」検討）

８月３日
第２回作業部会（通算３回）
「先端部地区利用の心得（修正案 」検討）
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８月１５日～３０日（環境省）
「先端部地区利用の心得（案）
に関するパブコメ実施

９月２６日
第３回作業部会（通算４回）
「先端部地区利用の心得(案)」
の取り扱いに関する考え方につ
いて

「利用の心得」に対する一般意
見等の概要について

１２月６日
第４回作業部会（通算第５回）
先端部地区の自然環境保全に関
するお願い（案）について

「利用の心得（案 」の継続検討）
について
８／３作業部会提示「修正案」に、
パブコメ等の意見を踏まえた、変
更・修正の「利用の心得（案 」を）
提示。

環境省からの立ち入り自粛要請
－知床半島先端部の

自然環境保全のために－
来シーズンに向けて、ＨＰ、３月１７日
パンフレット、雑誌掲載等検討会議
により広報を行う。

（Ｈ１８年度）

検討会・作業部会

「利用の心得」別途検討・決定事項等の検討


